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[要旨] 本稿では、中国雲南省徳欽県燕門郷才ノ一　也拉行政村で話されるカムチベット語斯口戛 [Sakar]方言

（sDerong-nJol方言群雲嶺山脈西部下位方言群）の音声・音韻および形態統語論の簡便な記述を行

う。後者については、特に格体系と動詞句周辺の接辞を中心に述べる。

1 はじめに

中国雲南省迪慶藏族自治州徳欽県西部を中心に話されるカムチベット語 sDerong-nJol（得榮

徳欽）方言群雲嶺山脈西部下位方言群に属する各種方言 1は、音声方面において多様な異なり

をもつ方言群であり、少なくともこれらの特徴に基づいてさらに下位分類することが可能であ

ると見込まれる（鈴木 2010）2。このうち、本稿で記述する燕門郷才ノ一　也拉 [Thang-la]行政村斯口戛

[Sa-dkar]自然村で話される Sakar方言は、燕門郷政府以南の才ノ一　也拉村および瀾滄江をはさんで対

岸にある春多樂 [Chu-mdo-ldug]村、茨中 [Che-grong]村、および南接する維西県巴迪郷の諸方

言とともに、１つのグループを形成していると考えられる。これまで筆者は Sakar方言の音声

分析を提供した（鈴木 2010）が、形態統語の記述はまだ提出していない。

斯口戛村に居住するチベット語母語話者の普段の言語使用は、ほぼ土地のチベット語方言を用

いて行われ、必要に応じて漢語の使用も見られる。大部分の村民はこれら二言語を併用する。

このため、Sakar方言の使用環境はきわめて良好な部類に入ると考えられる。また、斯口戛村のほ

とんどの村民は互いに親戚関係にあるという。呉光范 (2009:3703 )によれば、斯口戛村の人口は

173人で、この数を狭義の Sakar方言の話者数と見積もることができる。なお、才ノ一　也拉行政村全体

では 1144人の人口を数える 4。

本稿で用いる Sakar方言の言語資料は、筆者の現地調査で得られたものである。主な調査協

力者はスナン・ツモ [bSod-nams mTsho-mo]さん（女性）で、調査は主に香格里拉県建塘鎮で

行った。語彙調査および文法調査ともに漢語を媒介言語とした翻訳形式を中心に行い、自然発

話における用例の観察は斯口戛村で行うとともに、香格里拉県城でも同郷の人との会話を中心に

1 方言区分については鈴木 (2009b)、Suzuki (2009a:17)を参照。雲嶺山脈西部下位方言群に属する方
言は、現段階では徳欽県升平 [’Jol] 鎮、雲嶺 [Lung-gling]郷、佛山郷、燕門郷および維西イ栗イ粟族自
治県巴迪 [’Ba’-sdod]郷に分布する。

2 しかし現段階ではいくつの下位分類が成立するのかは判明していない。
3 2005年末のデータに基づく。
4 狭義の Sakar方言は斯口戛村のみで話される変種と定義しなければならない。この意味で Sakar方言
は、たとえば隣村の Yethong（頁通）方言とは若干の異なりを認めることができる。



用例を収集した。その際には、スナン・ツモ [bSod-nams mTsho-mo]さん（女性；通称 Selena）

とチェガ・ラモ [bCo-lnga Lha-mo]さん（女性）の協力を得た。

本稿の構成は、大きく I.音声・音韻、II. 形態・統語と分けるが、各節は通し番号にしている。

内容は Sakar方言の記述に的を絞り、近縁方言やチベット文語形式との対比という観点からの

分析は行わない 5。なお、形態・統語についてはなお詳細な分析を必要とする部分が少なくな

い。これについては、稿を改め行うことにする。

I. 音声・音韻

音節構造、超分節音素、母音、子音に分けて述べる。

表記には音標文字を用い、IPAのほか朱曉農 (2010)に定義される音標文字と鈴木 (2005)で用

いられている表記法も断りなく用いる。

2 音節構造

2.1 最大の音節構造

Sakar方言の最大の音節構造（分節音の配列）は、鈴木 (2005)を参照して以下のように記述

できる。

CCiGVCC　および　 CCiGVCC

このうち Ci（初頭子音）と V（音節核の母音）が必須であり、CiV を音節の最小構成とみな

すことができる。

末子音が２つ続くとき、最後の要素は/P/である 6。G（わたり音）と末子音 CCは共起しない。

これに超分節音素として声調が加わって実現される。ただし声調は語単位でかかる（3参照）。

2.2 具体例

以下、各種分節音の配列について、それぞれ１つずつ例を掲げる。

C Ci G V C C 具体例 語義

Ci V ´tCha: 雨

Ci G V ´pjẽ thu ひざ
C Ci V ´Hdu 石
C Ci G V ¯hkwÕ ma 足

C Ci V ´mb@ htAw 火箸

C Ci G V ¯mbje 消化する

Ci V C ¯nÃw 空

5 Sakar方言における主要なチベット文語形式との対応関係は鈴木 (2010)が記述している。
6 末子音の CCの第１要素は半母音である。そして G（わたり音）の位置にも半母音のみが現れうる。
これらの位置に現れる半母音は母音の一種と解釈し、二重母音を認めるという分析も可能であろう。



Ci V C C ˆtAwP 滑る

Ci G V C ¯úwOP ６
C Ci V C ¯hkaj ñAw 流星
C Ci V C C ¯HgAwP かぶせる
C Ci G V C 未確認

C Ci V C ´mb@P tshow こぶし

C Ci V C C 未確認

C Ci G V C 未確認

各種音節構造はその出現頻度に大きな異なりが認められ、CCi 型や末子音 CC型はあまり見

かけない。

3 超分節音素

3.1 声調とその表記

Sakar方言の超分節音素はピッチの高低による声調として実現される。声調パターンとして、

以下の４種が認められる。

¯：高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降

声調は語単位でかかるが、最大で２音節を単位とし、３音節以降は低平～中平のピッチで発

音され、弁別的でない。声調のかかる単位の中には各種接尾辞類（格標識、名詞化標識、動詞

接尾辞など）も含まれるが、接頭辞がある場合は接頭辞の声調パターンが語全体の声調に影響

し、必ずしも中核的な語の声調が維持されるとは限らない。

以上の声調記号は語（または音節）の初頭に付される。

3.2 具体例

以下に１～２音節語の声調の具体的な現れを示す。[ ] 内には各音節の分節音を Sで代表し、

その右肩に調値を５段階で表示する。

高平 上昇 下降 昇降

１音節語 ¯mÈ ´m@ `m@ ˆroP

[S55] [S24] [S52] [S132]

「虫」 「人」 「２」 「友人」

２音節語 ¯Hm@ Hma ´m@ htow H̀lje: pa ˆm@ l
˚
je

[S55S55] [S24S55] [S55S32] [S24S53]

「低い」 「花」 「脳」 「軟らかい」

以上に示した調値は、初頭子音によって若干異なりが現れるが、弁別的ではない。声調は型

が弁別的に作用すると考えられる。



4 母音

4.1 母音の舌位置による一覧

Sakar方言の母音の舌位置による一覧は次のようになる。

i 0 u

e @ 8 È o

　 E 　 O

　　 a A

調音方法に関して、特に必要とされる音声学的記述は以下の通りである。

/E/ 舌位置は [E] またはそれよりやや広い [E] と [æ]の中間になる。

/a/ 複音節語において、最後以外の音節に現れる場合は [3] 程度で発音される 7。

/u/ 開音節の場合は [U] と発音されることが多く、それ以外は [ufl] になる。

/È/ 舌位置は [È] または [W] と [È] の中間もしくはその前寄りの位置になる。

Sakar方言の母音には、長短の対立、鼻母音/非鼻母音の対立が認められる。鼻母音には長短

の対立は認められず、多くの場合短母音よりは長く長母音よりは短い半長の長さで実現される。

鼻母音は/Ṽ/と表示し、/Ṽ;/とは記述しない。鼻母音は末子音位置に鼻音の子音的要素を伴うこ

とはない。

4.2 具体例

以下に短母音、長母音、鼻母音の具体例を掲げる。

　短母音例　　　 長母音例 鼻母音例

i `̊ői 火 ¯Hői: pÈ 眉毛 ¯ő̊ı̃ 心臓

e ¯tCe l@ `lje 舌 ´se: pa 露 ¯őaw dj̃e ほほ

E ˆjE htoP 支える ˆjE: tAw 以上 `phaj thjẼ 遅れる

a ¯üa 虹 ´ndza: 昼食 ¯őe wã 地獄

@ ´ji g@ 本 ¯Hj@: 借りる ¯őa: nw@̃ 手荒く扱う

A `l
˚
Aw 学ぶ ´mbA: 埋める ¯hts̃A 刺繍する

O ´thO n@ 短い ˆúO: 衝突する ¯HlÕ つかむ

o ´l
˚
a mo 女神 ´kha mbo: 霜 ¯hsõ ３

È ¯húa pÈ 髪 ¯HNÈ: 銀 ¯khÈ̃ ïãi ケーキ

u `shu 歯 ´lÈ pu: 体 ´dũ 切れる

0 ¯hú0 Hma 猿 ¯th0: tC@ 額 ´m
˚

0̃ 霧

8 ´sh8 l0: 種 ´t8: 植物油 ¯Ch@ N̊8̃ ődýo まき散らす

7 例によってはさらに舌位置が高くなり、[@] で実現されることも珍しくない。このような場合には/@/
と記述する。



5 子音

5.1 子音音素一覧

Sakar方言の子音の一覧は次のようになる。

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無気 p t ú k P

有声 b d ã g

破擦音 無声有気 tsh tCh

無気 ts tC

有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch

無気 s ù C x h

有声 z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

半母音 w j

5.2 具体例

子音は、初頭子音について単子音および子音連続に分けて具体例を挙げつつ考察する 8。

5.2.1 単子音

単子音の具体例は、可能な限り２例ずつ挙げる。

閉鎖音・破擦音

Sakar方言は基本的に閉鎖/破擦音に無声有気、無声無気、有声の３系列を有する。ただし、声

門閉鎖音は/P/の１つである。

そり舌閉鎖音系列/úh, ú, ã/は、場合によって微弱な摩擦を伴う破擦音として実現されることが、

その摩擦の弱さから破擦音とはみなせない。

有声音の系列はいずれも単子音としてはあまり見られず、語中に現れる例が多い。

例語 語義 例語 語義

ph ¯phAP ぶた ´phi: 抜く

p ¯paj 印鑑 ´pe: （風が）吹く

8 末子音としては、/P, w, j/およびその組み合わせのみが認められるため、特にここでは議論しない。



b ´b@ la 服 ´bi: pa 蛙

th ´thA: r@ 縄 ´tho: lje リス

t ´taj pu チーズ ´te hka きゅうり

d ¯hkaj daj 皿 ´dũ 切れる

úh ¯úhAP 血 `úhiP 世話をする

ú ´úa: 剃る ˆúi: 火であぶる

ã ¯nd@ ,@ ¯ãa 外見 ¯dýawãa 聾唖者

kh ´kha: 雪 ´khe: őa tshẽj 彼ら

k ´kaNa 影 ˆkiP しゃっくりする

g ¯gẽ gu 老婦人 ´gu kwOP ´Hzu 曲げる

P ¯Pa ja 赤ん坊 ¯P@ ïã@ htCiP ほとんど

tsh ´tshaj mÈ とげ ¯tsh@ 犬

ts ¯tsajHda ひっつかむ `tse nAP 森

dz ¯Pa rAP ´põ dza 酒かす ¯tChÈ dz̃ı 井戸

tCh ´tCha: 雨 `tChi 何

tC ˆtCa n@ ありがとう ¯tCi: 斤

dý ¯dýaw ChuP 裏の ¯dýawãa 聴覚障碍者

摩擦音

Sakar方言は基本的に摩擦音に無声有気、無声無気、有声の３系列を有する。ただし、軟口蓋

摩擦音および声門摩擦音には無声有気音がない。

例語 語義 例語 語義

sh ¯sha 地 `shu 歯

s ´sa: rı̃ そば ´se: pa 露

z ¯za つるす ´zejP ライオン

ùh ¯ùha 肉 `ùhiP しらみ

ù ¯ùa: ndz@ チュバ ˆùiP 崩壊する

ü ¯üa 虹 ´üi pa pa 隠す

Ch ¯HdýAw ChuP ˆCha nã 退く ¯Chi 開ける

C ´Ca 鶏 ¯Ci: pa 商品

ý ´ýi: pa もの

x ¯xaïãÈ 鬼 ¯xõ xõ 凹の

, ´,@ na: ão 自分 ¯ùE: ,@ 夕方

h ¯ha ´ku 理解する

H ´Ho tCa ミルクティー ´H@̃ te ¯ka: rÕ おのおの



共鳴音

Sakar方言は基本的に鼻音/流音に無声、有声の２系列を有し、半母音には有声の系列のみが

認められる。ただし、/r/には無声音がない。/r/は音価が多様で、中でも [R, ô] といった発音がよ

く認められる。

例語 語義 例語 語義

m ´ma: バター ´mi s̃ı 人民

m
˚

¯m
˚

ã hwa あざ

n ´naj pa 耳 ´nOw hpÈ 翼

n
˚

¯n
˚

a 鼻 ˆn
˚
@P l

˚
je ゆるい

ő ´őa mje 猫 ¯ha ő́i gu 知らない人

ő̊ `̊ői 火 ¯ő̊ũ ma 竹

N ´Na 私 ¯NEj 甘い

N̊ ¯̊No s̃ej 青い ¯̊Nı̃ Cwı̃ 枕

l ¯law tCh@ 瀾滄江 ´li : luP ˆj0: 動く

l
˚

´l
˚
a mo 女神 ¯l

˚
ẽ はぐ

r ´ra 山羊 ´ri: thÕ 距離

w ´wa キツネ ¯wõ tChÈ 汗

j ˆja: kwÕ 膨張する ´ji g@ 本

5.2.2 子音連続

Sakar方言に見られる子音連続の組み合わせは比較的多いが、その組み合わせには大きく分け

て主たる子音に先行する前鼻音と前気音、そして主たる子音に後続するわたり音に分けられる。

わたり音と前２者は独立しているため、最大で３子音連続が認められる。

また、基本的に前鼻音・前気音と主たる子音の間の有声性は一致する。

なお、Sakar方言の前鼻音は鼻音部の調音が弱いものと後続子音より強いものに分かれる。後

者は少数例にのみ見られるが、発話速度が早い場合鼻音のみの発音になるという特徴がある 9。

以下に子音連続の組み合わせを基準に分類して具体例を掲げる。

前鼻音

前鼻音は有声および無声有気閉鎖・破擦音および一部の流音に先行し、調音位置および有声

性において一致するのが基本である。

有声音に先行するもの（CCi 型構造）

9 ただしこの現象は、鼻音の後続子音が脱落したのではなく、鼻音に同化したと分析できる。鼻音だ
けが聞こえる場合、その調音は単独の鼻音よりもやや長い。



mb : ´mbA:　埋める
nd : ˆndza: n@w　正午
ïã : ´ïãu ïãu　ボタン
Ng : ¯Ngo　頭
ndz : ´ndzAw lı̃　世界
ődý : ´ődýo du　尻
nl : ´nl@ wa / ¯nla ka　月（天体）

有声音に先行するもの（CCi 型構造）

mb : `mbAP　お面

nd : ˆnd0　弾

Ng : ¯Ngaj　鍛冶屋

ndz : ¯ndze pu　美しい

ődý : ¯ődýa:　終わる

無声有気音に先行するもの

m
˚ph : ¯ChAP ´m

˚phe:　拝む
n
˚th : ¯n

˚th0̃ mo　高い
ï̊úh : `̊ïúhuP　略奪する
N̊kh : ´̊NkhÕ ma　家
n
˚tsh : ¯n

˚tshu　湖
ő̊tCh : ´ő̊tCh0: pa　唇

前気音

前気音は各種無声無気音および有声音に先行し、有声性において一致する。

無声有気音に先行するもの

hp : ¯hpÕ ma　肩
ht : ¯hta　馬
hú : ¯hú0 Hma　猿
hk : `hkA rAP　ベルト
hts : ¯htsa　脈
htC : ¯htCı̃　小便
hs : ˆhsẽ ma　豆
hù : ¯hùE:　ほとばしる
hC : ¯hCẽ mÈ　横の



hl
˚

: ¯hl
˚
Ãw　靴

有声音に先行するもの

Hb : ¯Hba　首　　
Hd : ¯Hdõ　顔　　
Hã : ¯Hã@　蛇　　
Hg : ´HgÕ tha:　ハリネズミ
Hdz : ¯Hdzẽ　火薬
Hdý : ¯Hdýẽ　秤　　
Hz : ¯Hzẽ　袈裟　
Hü : ˆHüaőã　さきおととい
Hm : ¯Hma ja　孔雀　
Hn : ¯Hn@ ma　息子の嫁
Hő : ¯Hői: ts@　目
HN : ¯HNÈ:　銀　　
Hl : ¯Hlo ma　風
Hj : `Hje Hmõ　花椒　

わたり音

わたり音には/w/と/j/が認められる。いずれも語によっては発話速度が速い場合にわたり音部

分が脱落することがあり、その存在は不安定である 10。

/w/をもつもの

phw : ¯shẽ phwÕ　悔いる

pw : ´pwOP　雨が降る

thw : ´p@ lÕ thwo ra　牛小屋

tw : ˆtwOP　毒　　

úhw : ´úhwO ku　私生児

úw : ´úwÕ zo　ひじ　

ãw : ´phu: ãwi 　鳩　　

khw : `khwOP　溝　　

kw : ¯kwa　電気を消す

gw : ´gwO kwOP　曲がる

10 なお、続く II の形態・統語で記述する例文では、わたり音の脱落した形式を記述する場合がある。
それは語単独で発音する形式と、文中で発音する形式に異なりが認められるからであり、文中では
わたり音が脱落する形式のみが許容されるという事例も見られる。このゆれの要因は判明していな
い。



tCw : ´tCwi khÕ　監獄　

shw : ´shw8: lje　鋸　　

sw : ´sw̃O　銅　　

zw : `zwe h̀tCiP　１つの部屋

ùhw : ¯ùhwOP　力　　

ùw : ¯Pa ùwi 　箸　　

Chw : `ChwOP　裕福な

Cw : ´Cwe: sha　用途　

xw : `xwa　沸く　

,w : ´úo ,wa tCu　傲慢な

hw : ¯m
˚

ã hwa　あざ　

nw : ¯őa: nw@̃　手荒く扱う

őw : ˆőwÕ lje　軽い　

lw : ˆlwOP　綿羊　

rw : ¯rwi rwi 　若い　

/j/をもつもの

phj : ´phje: lje　子ぶた

pj : ´pje　チベット人

thj : ¯pha: thje　染料　

tj : ¯phaj ´tjẽ　破壊する

dj : ¯sha dje　マットレス

új : ´úje: ïãÈ　玄米　

tshj : ¯tshje　命　　

Cj : ˆCjã de　休む

mj : ´Pa mj̃e　母の兄弟の妻

m
˚

j : ¯m
˚

jẽ　薬　　

nj : ´njẽ pa　病人　

lj : ˆlje: ka　危険　

l
˚
j : ´ja l

˚
jẽ　補修する

３子音連続
hpj : `hpje:　線香　
mbj : ¯mbje: tCa　鞭　　

mbj : ¯mbje　消える



n
˚thj : ´n

˚thjẽ　吸い込む
htj : ´ts@ htjẽ　はさみ
Hdj : ¯Hdjẽ　７　　
nlj : ´nlje nlje　猫　　
Hrj : ´ko Hrje　ごみ　
ndw : ´ndwOP　いる　

ndw : ˆjı̃ ndw̃O　疑う　
Hbw : ¯HbwOP　空気　
Hdw : ¯HdwÕ　梁　　
húw : ¯húwÕ lÕ　こじき
Hãw : ¯HãwO: nAP　ハエ　
hkw : ¯hkwÕ ma　足　　
Ngw : `k@ Ngw@　越える
Hgw : ¯phaj Hgw@　開墾する
n
˚tshw : ¯n

˚tshw8　調理される
htsw : `htswo　集まる
ndzw : ´k@ ndzwO　どのように
htCw : ¯htCwO: ma　柳　　

ődýw : ¯ődýw8:　鋤　　
húùw : ¯húùwÀ: ˆüwe dÀ　噛む
Hãüw : `HãüwÀ　蚤
hpj : ¯hpjÀ　よい
hkj : `hkjE　かぶせる

5.3 形態音韻論上の注意点

阻害音について、初頭子音が無声無気音 11でありなおかつ低声調はじまりの語は、接頭辞が

つくとそれぞれの調音点の有声音と交替する。たとえば以下のようである。

例語 語義 例語 語義

k - g ¯ha ´ku 分かる ¯ha ő́i-gu 分からない

tC- dý ´tC0: 着る ´ői-dý0: 着ない

s - z ´sa 食べる ´p@-za 食べなさい

ù- ü ´ù@̃ おいしい ´ői-ü@̃ おいしくない

11 ただし対応する有声音のない/ç/は除く。



II. 形態・統語

名詞、代名詞、数詞・量詞、形容詞、動詞、複文と動詞句の埋め込みに分けて述べる。格標識

は名詞の項で、動詞句周辺の接辞は動詞の項で扱う。

適宜具体例を挙げつつ記述を行う。語釈つき例文には通し番号を与える。

6 名詞

6.1 形態

単音節語、２音節語が多い。派生語や複合語の場合、３音節や４音節で１語になっているも

のもある。

1. 単音節語

¯nÃw「空」、¯sha「土」、¯Ngo「頭」、¯phAP「ぶた」

2. ２音節語

¯Hlo ma「風」、´lA hkwa「手」、´ra ro「子供」、´ùhẽj phõ「木」

3. ３音節語

´t@ l0 l0「トカゲ」、`húa: tÃ Ca「ネックレス」、´ýi pa lje「定規」

4. ４音節語

´Hdýa ga ka ra「蜘蛛の糸」、´Chi mã k@ loP「蝶」、´p@ lÕ thwo ra「牛小屋」

３、４音節語の中には、２音節ごとに個別の声調を担うものもある。たとえば´tsh@ tsha ¯jÕ
ïãwÕ「ばった」、´mbÈ bu ,̂wa mu「かたつむり」などがある。

6.2 名詞化標識

頻繁に見出される名詞化標識には、/m@/、/z@/、/sha/などがある。最初の２つは「こと・もの・

人」の意味になり、最後のものは「ところ・道具・もの」の意味を表す。それぞれ生産的であ

り、また弁別的な声調を担わない。名詞化接辞が接続するにあたり、先行する語が１音節語の

場合、/a/で終わる語は/@/になったり 12、声門閉鎖音で終わる語は先行する母音が長母音化する

ことがある。形容詞に専用の名詞化接辞/k@ t@/もある。

名詞化される品詞は通常動詞または形容詞である。

名詞化前 名詞化後

¯htCAP「担ぐ」 ¯htCA: m@「担ぐもの、担ぐ人」

´sa「食べる」 ´s@ z@ / ´s@ sha「食べ物」

¯hl
˚
Ãw `htsõ「靴を売る」 `hl

˚
Ãw htsõ sha「靴屋」

¯tChÈ `HlwOP「水を入れる」 ¯tChÈ lwO: sha「バケツ」

¯sh@ shE:「黄色い」 ¯sh@ shE: k@ t@「黄色いもの」

12 これは音韻規則として成立しているとは言い切れない。そのため、5.3で触れてはいないが、実際
の発音上高い頻度で実現される。注７も参照。



上の「靴屋」「バケツ」のように、複数の項を伴う節も名詞化することができる。また、次の

例のように、疑問詞を含む節を名詞化し疑問文にすることができ、名詞化標識の後には格標識

が接続する。

(1) `tCha: tshẽj-φ `tChi-φ ´rAP-de-m@-φ ´çe

2.[複]-[絶] 何-[絶] する-[状態]-[名]-[絶] [判]

あなたたちは何をしている人ですか？

節の表す動作が完了している場合、それを名詞化するときは/-ko:/（弱形に/-k@/もある）を用

いる。ほかにも/-tCiP/も用いられるが、用法の差異はよく分かっていない。

(2) `khu-k@ ´hts@-ko:-k@ ´ői-ü@̃-n@

3-[能] 料理する-[名]-[主] [否]-おいしい-[現認]

彼が料理したものはといえば、おいしくありません。

名詞化する節が目的の意味になる場合、/-sha/が用いられる場合がある。

(3) ´p@ lÕ-φ `hte:-sha ő̂a: tshẽj-φ ¯htswa-φ `HNa-de-çe

牛-[絶] 与える-[名] 1.[複]-[絶] 草-[絶] 刈る-[状態]-[判]

牛に与えるため、私たちは草を刈っています。

また、名詞化要素は修飾節になることができ、その際修飾句は被修飾語（句）の直前に特別

な標識を伴うことなくおかれる。

(4) `tCh0P-φ ´Na-φ ¯hte:-m@ ¯ndz@ hú@-φ ´Na-r̃O-φ ´ő0:-m@-kõ r@

2-[絶] 1-[絶] 与える-[名] 指輪-[絶] 1-自身-[絶] 買う-[名]-[比]

ˆjAP-n@

よい-[現認]

あなたが私にくれた指輪は私が買ったものよりよいです。

6.3 格標識

Sakar方言は、文法格として行為者をマークする能格型の格体系を持つ。

6.3.1 一覧表
形式 S/A/P標示 非 S/A/P標示

無標（φ） 絶対格 位格

k@ 能格 具格

ts@ 与格 与格

k@ / da 属格

n@ 位格

tsh@ / ts@ 奪格

kõ r@ 比較格

以上のうち、能格/具格はそれぞれ形態的に同一のものとして実現されうる。また、与格と奪

格もまた通常の発話では同一となることがあるが、奪格は有気音で実現されるという異なりが

ある。ただし格の機能、そして格標識の脱落の可否において異なるため、分離して扱う。



一方、絶対格は無標であり、例文中に φで示す。また位格もしばしば音形が省略され、絶対

格と区別ができなくなるが、文中での役割が異なっている。以下の例文において、音形式の認

められない位格は一律表示しない 13。格標識の連続は認められないが、属格が「～のもの」を

意味する場合、それは名詞化用法の一種と見られるが、その後ろには格標識は何も付加されな

い 14。

そのほか、/-k@/は主題標識として用いられることもあり、この場合格標識とは共起しない。す

なわち、絶対格もしくは位格につく。能格標識と同形であるが、発話において次の点で区別す

ることができる。主題標識の/-k@/は常に [k@] というように初頭子音は閉鎖音であるが、能格/具

格の/-k@/は [k@] のほかに発話によって [,@] と発音される。

なお、人称代名詞は特定の格について形態変化によって標示する場合がある。詳細は 7.1を

参照。

6.3.2 用法

以下、文法格（S/A/P標示）、非文法格（非 S/A/P標示）の順に、簡潔に用法を記述する。

文法格：絶対格

絶対格の用法としては、判断動詞の主語および補語、存在動詞の主語および所有者、自動詞の

主語、他動詞の目的語（被動者）、他動詞の主語（行為者）、使役文における被使役者などがある。

判断動詞の主語および補語

(5) `tCh0P-φ ´kwO:-φ ´çe

2-[絶] 誰-[絶] [判]

あなたは誰ですか？

存在動詞の主語および補語

(6) ´Na-φ ¯hs@ m@-φ ´ői-ndwOP

1-[絶] 妹-[絶] [否]-[存]

私には妹がいません。

自動詞の主語

(7) ´tCha:-φ ´pOP-tCi

雨-[絶] 降る-[近接未来]

雨が（間もなく）降るでしょう。

他動詞の被動者および行為者

13 時間（/´Pa r̃ı/「今日」、/¯n
˚tshẽ r̃ı/「夜」など）・空間（/¯htẽ/「上」、/´ùo:/「下」など）を表す語は、品

詞としては名詞の一種と考えられるが、格標識を伴わない形式は通常意味上は位格として用いられ
ると考え、絶対格の標示を行わない。

14 文の構造上、この種の属格は絶対格におかれていると分析できるかもしれないが、本稿では絶対格
の記述を行わない。



(8) ´Na-φ ´Ho ma-φ ¯n
˚thÕ

1-[絶] 牛乳-[絶] 飲む

私は牛乳を飲みます。

使役文における被使役者 15

(9) ´Na-φ `tCh0P-φ ´sẽ-φ ´sa-tCOP-th0:

1-[絶] 2-[絶] ごはん-[絶] たべる-させる-終える

私はあなたにごはんを食べさせました。

(10) ´Na-φ ´Ngw@-tCOP-roP

1-[絶] 行く-させる-してください

私に行かせてください。

文法格：能格

能格は他動詞の主語（行為者）を示すが、通常はあまり用いられず、行為者を強調したり対

比したい場合に特に用いられる。ただし行為者が被動者より後に来る場合 16は、ほぼ義務的に

用いられる。

行為者が文頭にある場合

(11) ˆői-k@ `tCh0P-φ ´p@ sẽ-φ ¯hte:

1-[能] 2-[絶] 食事-[絶] 与える

私があなたに食事をおごりましょう。

行為者が被動者より後に来る場合

(12) ˆtjẽ naw-φ ˆői-da Ṕa wo-k@ ´jE: Hzu -tCiP ˆth0:-n@

パソコン-[絶] 1-[属] 兄-[能] 修理する-[名] 完了する-[現認]

パソコンは私の兄によって修理され終わっています。

行為者のみが発話に現れる場合

(13) {´ Na-φ/ˆői-k@} ` hts@-w@

{1-[絶]/1-[能]} 料理する-[意思未来]

私が料理しましょう。

文法格：与格

文法格としての与格は、一部の他動詞の感情の向く対象を示す際に用いられる。この場合の

与格標識は通常省略されない。

(14) ¯HjW Hãwı̃-φ `khu-ts@ `̊őı̃ ´kha-de-reP

[人名]-[絶] 3-[与] 腹を立てる-[状態]-[判]

ユドゥンは彼に腹を立てています。

15 使役文における動詞が自動詞でも他動詞でも、被使役者は絶対格で標示される。
16 この語順の場合、日本語では受け身で訳すほうが意味的に近いと考えられる。



非文法格：属格

属格は所属、属性を表す際に用いられる。中立の属格標識は/k@/で、人物が所有者となる場

合、/k@/のほかに/keHa/という形式も用いられるが、差異は不明である。人称代名詞の場合、形

態変化のみで属格を表すことがある。

(15) ¯úa ùhi-{k @ / keHa} ´j@ g@

[人名]-[属] 本

タシの本

(16) ´ői: ˆruP

1.[属] 友人

私の友人

代名詞、人名および人間を表す普通名詞には/da/も属格として用いられ、「～の家の、～のと

ころの」の意味をもつ。

(17) ˆői-da ¯phAP

1-[属] ぶた

私の家のぶた

一方、属格で終わる句は、「～のもの」という名詞句として用いることができる 17。

(18) ˆői-da Ṕa wo-φ ´úhÕ ma-φ ´r@ r@ ´ői: ´ïã@ ïãa-reP

1-[属] 兄-[絶] 身長-[絶] それぞれ 1.[属] 同じである-[判]

私の兄は身長が私の（身長）とそれぞれ同じくらいです。

(19) ¯n@-φ ¯n
˚tshu mu-keHa ´reP

これ-[絶] [人名]-[属] [判]

これはツモのものです。

非文法格：具格

具格は道具、手段、材質および原因を示す際に用いられる。能格標識と共通の形態であるが、

能格と異なり脱落する（絶対格になる）ことはない。

次の例は、主題標識、能格標識、具格標識のすべてのタイプの/k@/が用いられている。

(20) ¯n@j tCi ¯HgÃw-k@ `Hdo Hdýi-k@ `htCAP-k@ ´Hzu-rAP-ko:-φ ´reP

あれ 箱-[主] [人名]-[能] 鉄-[具] 作る-する-[名]-[絶] [判]

あの箱は、ドジが鉄を用いて作ったものです。

道具

(21) ¯tCh0P-φ ˆj0: lAP-k@ ´Pa ùõ-φ ¯HzÕ-de-ja

2-[絶] 左手-[具] 箸-[絶] 持つ-[状態]-[疑]

あなたは左手で箸を持つのですか？

材質

17 人名に後続する形式は/keHa/になるのが通例である。



(22) ¯mÀ-φ `ùhẽj-je ´z0-n
˚
ON

これ-[絶] 木-[具] 作る-[目撃証拠]

これは木でできています。

原因

(23) ´pej ts@-φ ¯Hlo ma-k@ `hpje-tCiP ˆth0:-n@

コップ-[絶] 風-[具] 倒れる-[名] し終わる-[現認]

コップが風で倒れてしまい、倒れたままになっています。

非文法格：与格

非文法格としての与格は、受益者・受領者および行為の向かう先を示す際に用いられる。こ

れらの場合の与格標識は文脈が明瞭であれば省略されることがしばしばある。

受益者・受領者

(24) `tCh0P-φ `khÈ-ts@ ´põ mbÈ `htCiP-φ ´p@-hte:

2-[絶] 3-[与] プレゼント １-[絶] [方]-与える

あなたは彼にプレゼントをあげなさい。

(25) ˆNa-ts@ ¯Hgo Hdýi-φ ¯Chi-de-roP

1-[与] 門-[絶] 開ける-[現在状態]-してください

私のために門を開けてください。

行為の向かう先

(26) ´Na-φ `tChiP-ts@ ´pje Hgu ¯hta

1-[絶] 2-[与] 話す

私はあなたに話しましょう。

非文法格：位格

位格は無標の位置・方向を示す。文意が明快な場合は省略可能で、しばしば絶対格として現

れる。

(27) ¯khu-φ ˆjı̃ xÃ-n@ ´Chi HNW:-φ ´k@ ndze: `Hja:-kh@-reP

3-[絶] 銀行-[位] 資金-[絶] いくら 借りる-[完了]-[判]

彼は銀行で資金をいくら借りたのですか？

(28) ¯phAP ra-n@ ´phAP li-φ ´me tshe ő́i-ndwOP

ぶた小屋-[位] 子ぶた-[絶] 以外 [否]-[存]

ぶた小屋には子ぶた以外いません。

(29) ´Pa ko tshẽj-φ ´shÕ őı̃ ˆr@-n@ ¯hku la Ńgu

1（複数/包括）-[絶] 明日 山-[位] コルラに行く

私たちは明日山をコルラしに行きます。

また、/¯htẽ/「上」など空間を表す１音節の語は、名詞に後続するとき声調のかかる範囲が直

前の名詞と同一になり、それ自体の独立の声調を担わない点で、格標識へ文法化が進行してい



ると考えられる。

(30) ´úo: ts@-htẽ ´phã ts@-φ ¯la:-Hg0:-reP

テーブル-上 皿-[絶] 置く-必要である-[判]

テーブルの上にお皿を置く必要があります。

非文法格：奪格

奪格は時間・空間の起点を表す。奪格標識には初頭子音について有気無気の異なる２つの形

態が認められるが、自由変異かどうかは不明である。

(31) ´Na-φ `sh@ ka:-tsh@ `hpeP Hõ-jı̃

1-[絶] [地名]-[奪] 来る-[判]

私は斯口戛村から来ました。

非文法格：比較格

比較格は比較対象を表し、起点を示す場所格の一種と考えられる。

(32) ´Pa mje-φ ´Pa Hdýa-kõ r@ `hpe: htCiP ő@ ¯HdýAP

祖父-[絶] 祖母-[比] ちょっと 太っている

おじいさんはおばあさんよりちょっと太っています。

(33) ´Hão ma-φ ¯l
˚
a mu-kõ r@ ´se: `ődýoP-n@

[人名]-[絶] [人名]-[比] 言う 速い-[現認]

ドマはラモより話すのが速いです。

以上のように、比較される程度を表す語（たいていは形容詞）は文末に置かれる。

7 代名詞

人称代名詞、指示詞、疑問詞類に分けて述べる。

7.1 人称代名詞

人称代名詞は、人称と数が区別される。

人称 単数 複数 双数

１ ´Na Ṕa ko tshẽj [包括] ´Pa ko `m@ [包括]

ˆőa: tshẽj [排除] ˆőa: m@ [排除]

２ `tCh0P `tCha: tshẽj `tCha: m@

３ ¯khu ´khe: őa tshẽj ¯khÈ őa: `m@

「性」は区別されない。「双数」は「複数」の形式に数詞「２」を付加して表すことができ、そ

れ以外の数も現れうる。「敬称」は認められない。１人称複数および双数には「包括」「排除」の

区別がある。文意が明快であれば、各複数形の最後の音節は脱落することが可能である。

各人称の単数は、格標識を伴うと代名詞語幹の形態が変化するほか、場合によっては形態変

化のみで表し、次のようになる。



格 １人称単数 ２人称単数 ３人称単数

絶対格 ´Na `tCh0P ¯khu

属格独立形 ´ői: `tChiP `khÈ

格標識を伴うとき ˆői- `tChiP- `khÈ-

7.2 指示詞（修飾形式を含む）

指示詞は近称と遠称の区別があり、事物（人も含む）と場所の異なる系列がある。

近称 遠称

事物 ¯n@ / ¯nd@ / ¯khu `t@ khu / ¯n@j tCi

場所 ¯n@j ka / ¯khu na ´pha na / ´phaj na

/¯khu/は３人称代名詞と同形であり、語義としては既知の事物に対する「それ」が近いと考え

られる。

複数の事物を示す形式に、/ˆkhÈ őa: ú@, `n@ khẽ/「これら」、/´t@ khẽ/「あれら」がある。

様態の指示詞には、/`Pa ïãa/「このような、あのような」がある。

(34) ¯nd@-φ ´phAP l0-φ ´reP

これ-[絶] 子ぶた-[絶] [判]

これは子ぶたです。

指示詞は代名詞の機能と形容詞の機能を兼ねる部分がある。指示形容詞として用いる場

合、/¯nd@/「この」と/¯n@j tCi/「あの」が修飾対象の名詞に前置される。指示形容詞は独立の声調

を持つ。また、これが単なる指示形容詞として用いられるときに後置される例は認められない。

7.3 疑問詞類（形容詞・副詞も含む）

´kwO「誰」

`tChi「何」、`tChi sheHa「何の、どんな」、´k@ nde「どの」

´kA:「どこへ」、ˆkA: tsh@「どこから 18」

ˆk@ lj ẽ「いつ」、´nÃw「いつ」

´k@ ndzwO「どう（する）、どのような方法で」

ˆk@ lj ẽ「どれぐらい、いくら」、´k@ ndze:「いくら」

「なぜ」にはいくつかの表現があり、たとえば/`tChi ´j8P-the:/（直訳は「何がありましたか」）

といった表現が「なぜ」に相当すると考えられる。

複数のものについて尋ねる場合、疑問詞を重複させて表すことができ、その場合疑問詞はそ

れぞれ声調を担う 19。

(35) ¯tChiP-da ´kwO ´kwO ´ndwOP

2-[属] 誰 誰 [存]

あなたの家族はだれだれがいますか？

18 /´kA:/「どこ」＋奪格/tsh@/に由来する。
19 それゆえ、疑問詞の重複は動詞や形容詞に見られる文法化した重複と異なるものと考える。



疑問詞は、次のような文では疑問を表さない 20。

(36) ´nÃw-ze h̀toP ´nÃw-ze ´sa

いつ-[？] 飢える いつ-[？] 食べる

おなかがすいたときに、そのときに食べます。/おなかがすいたら食べなさい。

8 数詞・量詞

8.1 基数詞

以下に１から 29までの形態を示す。

+10 +20

0 ¯htCÈ ´ő@ ùhÈ

1 `htCiP `htCo: tCiP ´ő@ ùhÈ ¯htsa: htCiP

2 `m@ ¯htCo: m@ ´ő@ ùhÈ ´htsa: m@

3 ¯hsõ ¯htCo: sõ ő́@ ùhÈ ¯htsawhsõ

4 H́ü@ ¯htCo: Hü@ ´ő@ ùhÈ `htsOw ü@

5 H̀Na ¯htCE: HNa ő́@ ùhÈ ¯htsa: HNa

6 ¯úwOP ¯htCi húwOP ´ő@ ùhÈ `hts@ HãwOP

7 ¯Hdjẽ h̀tCu: djẽ ő́@ ùhÈ `htsOw djẽ

8 ĤdýiP `htCu: dýiP ´ő@ ùhÈ ¯htsaw dýiP

9 ¯HgÈ `htCE: gÈ ´ő@ ùhÈ `htsaHgÈ

20台の数は「20＋つなぎの要素/htsa/21＋１の位」で表し、「30」以降のきりの悪い数字も 20

台と同様の構成をとる。

30から 100までのきりのよい数は以下のようになる。

¯shõ tChÈ「30」

´ü@ htCÈ「40」

¯HNãw tCÈ「50」

´úwO: tCÈ「60」

¯Hdjẽ htCÈ「70」

´Hdýi: tCÈ「80」

¯HgÈw tCÈ「90」

¯Hdýa「100」

「100」から「199」までは「100＋各種２けたの数」を並列して構成する。「200」は/´ő@ Hdýa/

となる。「1000」以上の数は以下のようなものがある。

¯htõ úha「1000」

¯úh@ úha「10000」

´tÕ「１億」

20 /-ze/の意味はまだ分かっていない。
21 後続の１の位によって若干形式が異なる。



8.2 序数詞

序数詞は基本的に基数詞に/`Ngo/を先行させることによって形成されるが、「第２」は/`Ngo Hő@/

となる点に注意が必要である。

8.3 量詞

量詞は大きく類別詞と計量の単位（度量衡の単位を含む）に分けられるが、前者は Sakar方

言には認められず、名詞（句）に直接数詞を後続させることができる。また、度量衡の単位は

漢語をそのまま用いることが多い。

量詞を含む語順は「名詞＋量詞＋数詞」である。何らかの容器による単位を表す場合、「１」

に/´kwÕ/が用いられる場合がある。また「１」が/`htCiP/のとき、場合によっては [tCiP] と発音さ

れることがある。

(37) ´m@ {` htCiP / `m@}

人 {１/２}

１人の人/２人の人

(38) ´Pa rAP ´phı̃ `htCiP

酒 瓶 １

１瓶の酒

(39) ´Pa rAP ´úe ´kw̃O

酒 升 １

酒１升

9 形容詞

Sakar方言において、形容詞は状態を表す動詞と考えることができるが、名詞を修飾する構造

が形容詞に独特であるので、ここで述べる。

9.1 形態

形容詞の形態としては、以下のようなものが代表的である。

1. １音節語幹

´tsha:「熱い」、`ő̊tChAP「寒い」、`kha「苦い」

2. １音節語幹の重複

´tChÈ tChÕ「小さい」、¯xõ xõ「凹の」、´na na「黒い」

3. ２音節語

¯n
˚th0̃ mo「高い」、´ői mÕ「多い」、¯hs@: kwa「明るい」

重複タイプは、必ずしも第１音節と第２音節の音形式が同じになるとは限らない。また、重

複それ自体は形態の一特徴であり、特別な意味機能があるわけではない。



9.2 用法

形容詞は単独で述語になることができる。２音節以上からなる形容詞で、語末が接尾辞/po,

mo/で終わるものは、述語用法のとき末尾音節が脱落する。語幹の重複形式のものは、重複を行

わないこともある。その形式に動詞句末接辞を付加することもできる。

(40) ´Na-φ `mo: hCo: htCiP ¯ùha-φ ´sa ő́Õ

1-[絶] 通常 肉-[絶] 食べる 少ない

私はふつう肉を食べることは少ないです。

(41) ´Na-φ ´hse ma `shẽ ga

1-[絶] とても うれしい

私はとてもうれしいです。

一方で形容詞に判断動詞が後続することも認められる。この場合は形容詞末の/po, mo/は脱落

せず、重複形は重複形のままである。

(42) ´Pa r̃ı ´ői ma-φ ´hse ma ´jAP po ´çe

今日 太陽-[絶] とても よい [判]

今日は天気がとてもいいです。

形容詞の程度を強調するには、以上のように/´hse ma/「とても」を用いるか、または語幹を重

複させて表すことができる。

文中で修飾語として用いられる場合、形容詞は被修飾名詞に後置されるのを基本とし、数詞

は形容詞に後続する。

(43) ´Na-φ ´b@ la ¯hk@ hkaj `htCiP-φ ´j8P

1-[絶] 服 白い １-[絶] [存]

私は１着の白い服を持っています。

形容詞の名詞化は接尾辞/n@/を用いる。

(44) ´NÀ-φ ´PÀ mjẽ-n@-φ ´ői-nd0:

1-[絶] 小さい-[名]-[絶] [否]-必要である

私は小さいのは必要ないです。

比較級に相当する表現は、形容詞に/¯tChi/「大きい」を後続させて作ることができる。この

際、/¯tChi/は直前の形容詞とは独立した声調を担う。

(45) ´khaj tshÕ `ő̊tChAP ´Pa r̃ı `ő̊tChAP ¯tChi-n
˚
Õ

昨日 寒い 今日 寒い 大きい-[目撃証拠]

昨日は寒かったですが、今日はもっと寒いです。

「もっとも～」を表すには、形容詞の直後に/wa/を置く。

(46) ´Pa ko tshẽj `shẽ r̃ı ´lu tChi wa ¯húa ùhi-φ ´reP

1（複数/包括） 間 もっとも年長である [人名]-[絶] [判]

私たちの中でもっとも年上なのはタシです。

形容詞の述語用法では常に状態を表し、状態変化は動詞/´lE:/を用いて表す。



(47) ´n@ ma-φ `hpu ji ¯m@ mE: ˆlE:-x@-CÕ

葉-[絶] みんな 赤い なる-[完了]-[体験]

葉はみんな赤くなりました。

10 動詞

動詞の分類、動詞を取り巻く接辞、動詞連続、使役・態に分けて述べる。

10.1 分類

動詞は述語動詞と本動詞に分けることができる。

10.1.1 述語動詞

述語動詞には、判断動詞と存在動詞がある。これらは単独用法のほかに動詞句末接辞として

置かれて動詞句を形成する要素にもなる。これらには後述の TAM 接辞はつかない。

判断動詞および存在動詞の一部には、語幹そのものに肯定と否定の２種がある。以下に一覧

表を掲げる。

肯定 否定

判断動詞 ´çe ´m̃e

´reP ´ma-reP

存在動詞 ´j8P ´őeP

¯n
˚
Õ ´ői-n

˚
Õ

´ndwOP ´ői-ndwOP

判断動詞の/´çe/と/´reP/の使い分けは、前者が発話内容に話者自らが関連づけられているとき

に用いられ、そうでない場合は後者が用いられる 22。

(48) ´Na-φ ´pje-φ ´çe

1-[絶] チベット人-[絶] [判]

私はチベット人です。

(49) ¯khu-φ ¯phAP-φ ´reP

3-[絶] ぶた-[絶] [判]

それはぶたです。

不確定な事柄についての話者の判断や話者個人の感想を述べる場合、判断動詞は/´çe/が選択

され、なおかつ動詞句末標識を伴うことができる。

(50) ´phAP li-φ ˆnA nAP ˆçe-n
˚
Õ

子ぶた-[絶] 黒い [判]-[不確実]

（おそらく）子ぶたは黒いでしょう。

注 23

22 判断動詞の用例については、例文 (1), (10), (17), (34)も参照。
23 この発話は、「父ぶたが白く、母ぶたが黒い場合、その子ぶたは何色になるか？」という問いに対す
る答えである。事実が起こっていないため、推測を述べている。



(51) ¯khu-φ ´hse ma `kho Paj ˆçe-n
˚
Õ

3-[絶] とても かわいい [判]-[目撃証拠]

彼女はとてもかわいいと思います。

存在動詞については、/´j8P/は主に所有および話者のよく知っている事物の存在を表し、/¯n
˚
Õ/

は見て知っている非人物の存在を表し、/´ndwOP/は人物の存在を表すのが基本的な用法といえ

る。ただし、後２者の使い分けは話者によって判断基準が異なり、話者の管理下にある有生物

（家畜なども含む）に/´ndwOP/を用いる話者もいる 24。

(52) ´Na-φ ¯phAP-φ ´j8P

1-[絶] ぶた-[絶] [存]

私はぶたを持って（飼って）います。

(53) ˆphÈ r@-φ ´ùo ts@-htẽ {´j8P/¯n
˚
Õ}

碗-[絶] テーブル-上 [存]

碗はテーブルの上にあります。

(54) ´r@ Ngo ¯ùhı̃ phũ-φ ¯n
˚
Õ

山の上 木-[絶] [存]

山の上に木があります。

次のように、話者がその存在をよく知っているが見えない場合は/´j8P/が選択される。

(55) ¯HgÃw-n@ ´b@ la-φ {´j 8P/*¯n
˚
Õ}

箱-[位] 服-[絶] [存]

箱の中には服があります。

存在動詞の否定は、必ずしも肯定形の否定の意味とならず、話者のよく知っている事柄に

は/´őeP/が、今知った事柄や話者自らにかかわりのない事柄には/´ői-n
˚
Õ/が用いられる。

(56) a ´lÃw-φ ´őeP

道 [否/存]

道は（そもそも）ありません。

b ´lÃw-φ ´ői-n
˚
Õ

道 [否]-[存]

道は（以前はありましたが今はなくなって）ありません。

なお、本動詞/¯HdeP/「いる、住んでいる」も意味的に有生物の存在表現として用いられる 25。

(57) ´őa-φ ´kõ tCa H̀deP-n@

魚-[絶] たくさん いる-[現認]

魚がたくさんいます。

なお、述語動詞の場合の完全疑問文は、疑問接頭辞/¯Pa/を付加して形成することができる。

24 存在動詞の用例については、例文 (2), (25)も参照。
25 /¯HdeP/「いる」を本動詞とするのは、たとえば 10.2.4で扱う TAM 接辞が付加できることによる。

TAM 接辞は存在動詞にはつかない。



(58) ´phã ts@-φ `Pa-n
˚
Õ

皿 [疑]-[存]

お皿はありますか？

10.1.2 本動詞

動詞の形態としては、次のようなものが代表的である。

1. １音節語幹

¯n
˚thwÕ「飲む」、¯hkw8「耕す」

2. 語幹（音節数を問わない）＋´rAP 26「する」

´le: ´rAP「働く」、¯HgeP rAP「賭ける」

/´rAP/に先行する部分には漢語の動詞がそのまま挿入されることがある。

本動詞の語幹自体は無変化であるが、命令形と非命令形で語幹が異なる動詞がある。

語義 非命令形 命令形

行く ´Ngw@ `shõ

来る ´Hõ `ùhoP

また、動詞の要求する項の数とその格標示の観点から、次のような分類が可能である。

1. 自動詞（主語は絶対格；形容詞の述語用法もここに含まれる）

´Ngw@「行く」、´NÈ「泣く」

2. 他動詞（行為者は能格か絶対格、被動者は絶対格）

´ő0:「買う」、¯ú@「書く」

3. 他動詞：感情動詞（感情を抱く主体は絶対格、感情の向く対象は与格か絶対格）

¯HdÃ「愛する」、¯ő̊ı̃ ´kha「腹を立てる」

10.2 動詞につく音節を有する接辞

動詞に付加され、かつ音節を有する接辞には、以下のものがある。

1. 接頭辞：否定辞、疑問接辞、方向接辞

2. 接尾辞：TAM を表す接辞、動詞句末接辞、疑問接辞

これらは付加される本動詞とともに１つの声調範囲に入る。接頭辞には特定の声調の型が認

められ、本動詞の声調にかかわらず音節初頭の高低が決定される。第２音節末の高低は本動詞

の性格によって決まる。

なお、動詞語幹が複音節からなる場合、多くの場合最終音節に接辞類を付加する。ただし重

複語幹の場合は必ず動詞第１音節に先行する位置に接頭辞がつくが、その際接頭辞だけが単独

の声調を担うことがある。

26 先行する語幹が１音節の場合、語幹と１つの声調範囲を形成する場合がある。



10.2.1 否定辞

否定辞には、以下の２種がある。

1. 未完了否定：´ői-

2. 完了否定：´ma-27

(59) a Ńa-φ ´őẽ ő́i-Chẽ-çe

1-[絶] 聞く [否]-理解する-[判]

私は聞いて理解できません。

b ´Na-φ ´őẽ ´ma-Chẽ-CÕ

1-[絶] 聞く [否]-理解する-[判]

私は聞いて理解できませんでした。

完了否定は禁止命令 28にも用いられる。

(60) ´lA hkwa-k@ ´sẽ-φ ´sa ´ma-HdeP

手-[具] ごはん-[絶] 食べる [否]-いる

（直接）手でごはんを食べてはいけません。

10.2.2 疑問接辞

疑問文を形成する接辞は接頭辞と接尾辞がある。ただし両者は共起しない。

接頭辞・接尾辞ともに１種類ある。

1. 接頭辞：¯Pa-

2. 接尾辞：-jı̃ / -ja / -j@ 29

接頭辞は動詞語幹に他の接頭辞がつかない場合に限って現れる。動詞が TAM 接辞を伴う場

合、疑問接頭辞は動詞語幹ではなく TAM 接辞の直前にも現れうる。接尾辞は文末に置かれる。

両者の差異は明確ではない。

(61) ¯tCh0P-φ ´li su-φ `Pa-j̃ı

2-[絶] リス族-[絶] [疑]-[判]

あなたはリス族ですか？

(62) `nde: ´rA: khowP-φ `htCuP-x@-m@-φ `tCh0P-φ ˆreP-jı̃

この さかずき-[絶] 壊す-[完了]-[名]-[絶] 2-[絶] [判]-[疑]

このさかずきを壊したのはあなたはですか？

選択疑問文の場合は疑問接尾辞が用いられ、最後におかれる選択の要素に付加されるものを

除き/-ja/で現れる。/-ja/には強勢が置かれる。

27 完了否定の/´ma-/はしばしば [´m@] と発音される（6.2参照）。
28 禁止命令の/´ma-/は常に [´ma]と発音される。完了否定か禁止命令かは文脈によって決まる。
29 これらは文中における環境や強勢の置き方による異形態と考える。



(63) `tCh0P-φ ¯Hdýi: dÕ ´Ngw@-r@ ¯úha ts@ ´ndoP-ja ¯fej tCi ´ndoP-j@

あなた-[絶] [地名] 行く-とき 車 座る-[疑] 飛行機 座る-[疑]

あなたは香格里拉に行くとき、車に乗りますか？それとも飛行機に乗りますか？

10.2.3 方向接辞

方向接辞と考えられる要素には、次の５種類がある 30。

1. 上方：´jE:

2. 下方：´Ca

3. 向心：¯tsh@j

4. 離心：¯phaj

5. 中立：´p@

中立以外の接辞は、通常移動動詞に付加され、移動の方向を示す。向心・離心の基準点は、通

常発話者に置かれるが、特定の環境ではその特定の場所を中心とみなした用いられ方をする 31。

また、特定の動詞と結びついて直接方向とは関係のない慣用的な表現もあるが、その場合は方

向接辞と共通の要素は独立した声調を担う場合があり、ふるまいが異なる。

(64) a Ńa-φ ´ja-Ngw@

1-[絶] [方]-行く

私は上へ行きます。

b ´Na-φ ˆCa-Hõ-çe

1-[絶] [方]-来る-[判]

私は下りてきます。

c `tCh0P-φ `tsh@j-Hõ-za

2-[絶] [方]-来る-[未来/疑]

あなたがこちら（話者のほう）へ来ますか？

d ´Na-φ `phaj-Hõ-za

1-[絶] [方]-来る-[未来/疑]

私がそちらへ行きましょうか？

中立の接辞は、肯定の命令形を形成するときに用いられる文法化した範疇であると考えられ

る。丁寧な命令には用いられない。

(65) ´sẽ-φ ´p@-za

ごはん [方]-食べる

ごはんを食べなさい。

30 「中立」の方向接辞は以下に解説するように、純粋に方向を示すものではないが、接辞それ自体の
ふるまいや他の方向接辞とも共起しない点を考慮し、方向接辞と同列に扱うことにする。

31 たとえば、「家」の中への移動には向心が、外への移動には離心がそれぞれ用いられる。また、囲炉
裏の周辺について上座と下座の区別をする話者は、話者がどこにいるかにかかわらず、上座を基準
点にとる。



なお、/´p@-/は形容詞にも付加されて「その状態にしろ」という命令文を作る。

(66) ´b@ la-φ ´p@-hkÃw

服 [方]-乾いた

服を乾かしなさい。

10.2.4 TAMを表す接辞群

動詞語幹の後部には TAM を表す接辞がつく。この接辞は動詞句に付加され複数の要素が共

起することはないと見られるが、動詞句末接辞の部分において話者の発話に対する態度 (M) を

表現することができる。動詞句末接辞を伴わなくても文を終止することができる。述語動詞（存

在動詞）・本動詞・形容詞に共通して付加できるものと、どれかに限定されるものに分かれる。

動詞句を否定する場合は否定辞（接頭辞）が本動詞につく場合と、動詞句末接辞に否定形を

用いる場合がある。疑問文の場合は疑問接頭辞は TAM を表す接辞につくことがあり、その場

合本動詞とは異なる声調範囲を形成する。

なお、接辞を伴わず動詞語幹で発話が終止する例も見られ、その場合は通例意思を持ってそ

の行為をするという意味を帯びる。

(67) ´Na-φ ´rAP

1-[絶] する

私がしましょう。

Sakar方言における TAM の全体像は明確に記述できる段階に至っていないが、少なくとも次

のような枠組みが認められる。

1. 時制（時間の直示）：現在・過去・未来

2. 完了性：継続・非完了・完了

3. 証拠性：判断・目撃証拠・直接知覚

これらのうち、証拠性と完了性の一部は動詞句末接辞が担う。

TAM を表す接辞群には以下のようなものが確認されている。

-ze（未来）：本動詞のみ

この形式はしばしば/-ze:/と発音される。疑問接尾辞がこの要素に直接後続する場合、/-za/と

縮約することがある。

(68) `tCh0P-φ ´kA: ´Ngw@-ze

2-[絶] どこへ 行く-[未来]

あなたはどこへ行きますか？

-tCi / -htCi（近接未来）：本動詞のみ

(69) ´őa:-φ `hpu ji ´Hdýi: dÕ ´Ngw@-htCi-j ı̃

1（複数）-[絶] みんな [地名] 行く-[近接未来]-[判]

私たちは（間もなく）香格里拉に行くでしょう。

-w@（意思未来）：本動詞のみ



(70) ´Na-φ ¯húa ùhi-φ ˆHdÕ-w@

1-[絶] [人名]-[絶] 叩く-[意思未来]

私はタシを叩いてやろう。

-de（現在状態・進行）：本動詞のみ

主に動作を表す動詞につき、動作の進行中であることを表す 32。

(71) ´Na-φ ´khwa:-φ ´Hzu-de-j̃ı

1-[絶] パン-[絶] 作る-[現在状態]-[判]

私はパンを作っているところです。

また、/-de/は動詞の表す行為の結果状態を表すこともある。

(72) ¯nd@ `tsh@-k@ ¯l
˚
a mu-k@ `ùhı̃ ődýAP-k@ ˆHdÕ-de

これ 犬-[主] [人名]-[能] 棒切れ-[具] 殴る-[現在状態]

この犬は、ラモが棒切れで殴りました（だからぐったりしています）。

注 33

/-de/は存在動詞/´j8P/ 34に後続する事例が認められる。

(73) ¯khu-φ ´Pa ta C̀ju Ci ˆj8P-de-n@

3-[絶] 今 休憩 [存]-[状態]-[現認]

彼は今休憩しているところです。

-kh@ / -x@（完了）：本動詞・形容詞

(74) ¯khu-φ ´tshaj-φ ´ő0:-x@-CÕ

3-[絶] 野菜-[絶] 買う-[完了]-[体験]

彼は野菜を買いました。

-htse（持続）：本動詞のみ

(75) ¯tChi-φ ´rO: `Che-htse-n@

ガス-[絶] まだ 開く-[持続]-[現認]

ガス（の元栓）はまだ開いたままです。

10.2.5 動詞句末接辞

動詞句末接辞は本動詞語幹もしくは TAM 接辞に後続し、主として発話に対する発話者のさ

まざまな態度の表明を担う。１つの動詞句において複数の動詞句末接辞が通常共起することは

ないとみられる 35。動詞句末接辞に後続しうるのは疑問接尾辞に限られる。動詞句を名詞化す

る名詞化接辞とは共起しない 36。疑問文形成時に疑問接頭辞を用いる場合は動詞句末接辞に付

加され、動詞語幹と異なる声調範囲を形成する。

32 進行中であることを強調する場合は、動詞句末接辞の/-ndwOP/が用いられる。
33 この例文では、「犬」が主題化されているため、「ラモが今殴っている」という解釈はとりづらい。
もちろん、犬の目線で発話すれば成立しうるが、不自然である。

34 この場合の/´j8P/は存在動詞の用法として用いられているわけではなく、特定の漢語の語彙とともに
用いられ、「その状態にある」ということを意味する。しかし語釈は [存] で統一する。

35 若干例外的なものがあるため、それについては後に解説する。
36 動詞句末というが、実際は形容詞句にも付加される。9.2の例も参照。



動詞句末接辞は、述語動詞の複数の形式と共通するが、それ以外に独自のものもまた若干認め

られる。判断動詞は、それがコピュラとして用いられる時と同様、発話が発話者と関連づけら

れている場合には/-çe/がつき、それ以外の判断を表す場合には/-reP/がつく 37。否定形は動詞句

末接辞/-mı̃/を用いて動詞句を否定することができるほか、本動詞に否定辞/´ma-/を付加して/-çe/

または/-reP/をつける構造も認められる 38。この接辞が TAM 接辞を伴わず動詞語幹に付加され

るときは、過去/完了の意味となる。存在動詞については、各種肯定形すなわち/-j8P/、/-n
˚
Õ/およ

び/-ndwOP/ 39および否定形として/-´őindwOP/ 40が動詞句末接辞として用いられる 41。

-çe：

(76) ´Na-φ ˆruP-da H́de-de-çe

1-[絶] 友人-[属] 泊まる-[状態]-[判]

私は友人の家に泊まっています。

(77) ´Na-φ ´ői ma kohte ´tsh@-n@ ´j@ g@-φ ´ma-ú@-çe

1-[絶] しばしば 家-[位] 手紙-[絶] [否]-書く-[判]

私はしょっちゅう家に手紙を書きませんでした。

(78) `tCh0P-φ ´j@ g@-φ ¯Pa-ú@-çe

2-[絶] 手紙-[絶] [疑]-書く-[判]

あなたは手紙を書きましたか？

-mı̃：

(79) ´Na-φ ´ői mo: ´sa-ze-m̃ı

1-[絶] たくさん 食べる-[未来]-[判/否]

私は（こんなに）たくさん食べきれません。

-reP：

(80) ¯khu ma ´s̃e sa-sha-φ ˆj8P-reP

ここ ごはんを食べる-[名]-[絶] [存]-[判]

ここには食堂（ごはんを食べるところ）があります。

-j8P：

/-j8P/は動作が習慣的に行われることを示す。

(81) ´Na-φ ¯n@ ´b@ la ´hse ma-φ ´tC0:-j8P

1-[絶] この 服-[絶] とても 着る-[状態]

私はこの服をよく着ます。

完了の否定辞のついた本動詞とともに用いられると、「まだ～していない」の意味になる。

37 これらには、判断動詞と同じ語釈 [判] をあてる。
38 /´ői-/はつかない。言い換えれば、/´ői-/のついた動詞句とこの種の動詞句末接辞は共起することがで
きない。

39 通常は [ndOP] と発音される。
40 /-´őindwOP/は独自の声調を担う。
41 これらは「存在」を表さないため、語釈としてはそれぞれ [状態]、[目撃証拠]、[進行]、[進行/否] を
あてる。



(82) ´Na-φ ´sẽ-φ ´ma-za-j8P

1-[絶] ごはん-[絶] [否]-食べる-[状態]

私はまだごはんを食べていません。

-n
˚
Õ：

/-n
˚
Õ/は見て確認したこともしくは今見ている状況について用いられる場合と、発話に対して

不確実であるときに用いられる場合がある 42。そのため、１人称主語の場合には用いられに

くい。

(83) `tCh0P-φ ¯mbaP `htCOP-n
˚
Õ

2-[絶] 今 吐く-[目撃証拠]

あなたは今吐いています。

-ndwOP：

/-ndwOP/は発話の行為が現在進行中であることを強調する場合に用いられる。

(84) ´NÀ-φ ¯mbaP `Hzu-ndwOP

1-[絶] 今 する-[進行]

私は今（準備を）している最中です。

-n@：

発話の内容を実際確認して知っている場合に用いられる。

(85) ´Na-φ ´hse ma `tsha:-n@

1-[絶] とても 暑い-[現認]

私はとても暑く感じます。

疑問文で用いられるときは、話者の聞き手に対する感じた印象を表すことになる。

(86) `tCh0P-φ `tCheP ´Pa-ãAP-n@

2-[絶] 疲れる [疑]-なる-[現認]

あなたは疲れましたか？

-úAP：

発話の直前に起きた事柄を表す。

(87) ´Na-φ ˆúu ji `htCiP-φ ˆúẽ-úAP

1-[絶] 考え １-[絶] 思う-[直前過去]

私は１つ考えを思いつきました。

-CÕ：

通常は発話者（１人称）の体験、感想、および何らかのかかわりのある出来事が起こったこ

とを表す。言外の状況を含めて用いられるため、１人称代名詞が文中に現れるとは限らない。

(88) ´Na-φ `tChi n@-φ `hpu ji ¯ha ´ma-gu-CÕ

1-[絶] 何も-[絶] まったく [否]-理解する-[体験]

私は何もまったく分かりませんでした。

42 このため語釈は前者の場合 [目撃証拠] とし、後者の場合 [不確実] とする。



(89) ¯ïã0 bu-φ `hpe:-CÕ

客-[絶] やって来る-[体験]

お客さまがやって来ました。

ただし、まったく１人称にかかわらない発話にも用いることがあり、その場合はその文の主

語の体験・経過を表すと考えられる。

(90) ¯khu-φ ´khÕ ba-φ ´ő0:-x@-CÕ

3-[絶] 家-[絶] 買う-[完了]-[体験]

彼は家を買いました。

以上のほか、推測を表すものとして/-ú@/があるが、この形態素にはさらに動詞句末接辞がつ

き、以下のようになる。

(91) `tCh0P-φ `tCheP-ú@-ndwOP

2-[絶] 疲れる-[推測]-[進行]

あなたは疲れたでしょう。

10.3 動詞連続

各種動詞語幹は特別な形態的手続きを加えることなく並列することで、動詞連続を形成する

ことが可能である。その際、動詞の接辞類は最後の要素につく。動詞連続は移動を伴う動作を

表現するものや、第１の動詞の表す語義に付加的な意味合いを与えるものがある。

前者の場合は各動詞が独立した声調をもつ。たとえば次のようなものがある。

(92) `ődýOP ´Ngw@-ze-çe

見物する 行く-[未来]-[判]

（私たちは）見物しに行きましょうか？

(93) `tCh0P-φ ¯khaj ´kh@-shõ

2-[絶] 持つ [方]-行く

（あなたはこれを）持っていきなさい。

注 43

後者の場合、第２の動詞に接頭辞を伴わない限り動詞連続は１つの声調範囲の中にある 44。

また、以下に言及する要素は共起可能であり、その中で「経験がある」「し終える、し終わる」

が最も後ろにくる。その後ろには動詞句末接辞が付加されうる。

´őÕ 45「経験がある」

(94) ´Na-φ ´do ¯khu-φ `n
˚thõ-őÕ

1-[絶] そして 3-[絶] 出会う-経験がある

私と彼は出会ったことがあります。

43 「行く」の命令については、先行する動詞の表す動作と同時に「行く」の意味を表す場合、方向接
辞として/´kh@-/が用いられる。「～しに行く」の場合は現れない。

44 この場合、２つの動詞は -でつないで表される。
45 この語の単独使用は未確認である。



´th0: / -th@ 46「し終える、し終わる 47」

(95) ˆnda:-n@ ´Na-φ ´khwaj tshaj mjẽ-φ ´sa-th0:

昼-[位] 1-[絶] カップめん-[絶] 食べる-し終える

お昼に私はカップめんを食べました。

(96) ´Na-φ ´piP htCi-φ ¯hl
˚
OwP ´t@ r@ ´lu `m@ ´re:-th0:

1-[絶] チベット語-[絶] 学ぶ 以来 年 ２ 経る-し終わる

私はチベット語を学んで２年がたちました。

(97) `tCh0P-φ ´sa P̀a-th0:

2-[絶] 食べる [疑]-し終える

あなたは食べ終えましたか？

¯tCOP 48「させる」

(98) `tCh0P-φ ¯khu-φ ´sẽ-φ ´sa P̀a-tCOP-th0:

2-[絶] 3-[与] ごはん-[絶] 食べる [疑]-させる-し終える

あなたは彼にごはんを食べさせ終えましたか？

¯Hg0:「必要である」

(99) ´úo: ts@-htẽ ´pej ts@-φ ¯la: ´ői-Hg0:-reP

デーブル-上 コップ-[絶] 置く [否]-必要である-[判]

デーブルの上にコップを置く必要はありません。

¯tChoP「してもよい、できる」

(100) ´úo ma-φ ´sa-tChoP-reP

アリ-[絶] 食べる-できる-[判]

アリは食べることができます。

¯ődýa:「なくなる、終える」

(101) ´Na-φ ´rAP-Hg0:-m@ ´Na r̃O na r̃O-φ ´rAP-ődýa:-th0:

1-[絶] する-必要である-[名] 私自身-[絶] する-なくなる-し終える

私がすべきことは、私自身し終えました。

ˆroP「してください 49」

(102) ´tCa-φ `n
˚thÕ-roP

茶-[絶] 飲む-してください

お茶をお飲みください。

ほかにも、¯Chẽ「知っている」、`phoP「あえてする」、¯HdÃ「好きだ」などがある。

46 /-th@/は特に発話の途中に現れる。
47 先行する動詞が自動詞でも他動詞でもつく。語釈は本動詞の性格によって決まる。単独で本動詞と
して用いられる場合、「終わる」の語義になる。/th@/という形式は独立して現れることはない。

48 この語の単独使用は未確認である。
49 この語は本来「助ける」という語義をもつ。丁寧な命令にのみ用いられる。音声的な変異として、

[ro:, ruP, ru:] なども見られる。



10.4 使役・態

使役文は先に触れた動詞¯tCOP「させる」を用いて形成される。動詞語幹に特定の接辞を付加

して使役動詞を形成する形態論的手続きは未確認である。使役の動詞が何であれ、使役者も被

使役者も絶対格で標示される。

受動態に関しては特定の表示手段がない。意味上は動作主および被動者の語順によってどち

らに焦点をあてるかを決めることができる。

11 複文と動詞句の埋め込み

ここでは、複文の形式と動詞句の埋め込みについて用例を掲げる。

２つの文で述べられる事象が継起的であったり、分かりやすい因果関係にあったりする場合、

特に接続詞を用いることなく文を並列させることによって表すことができる。逆接の場合は/´n@

r@/「しかし」などが入る。

順接の例

(103) ´kh@ nõ ´khA:-φ ˆpoP-th@ ´lÃw-φ ´hse ma Ĥd@P-reP

昨晩 雪-[絶] 降る-し終わる 道-[絶] とても 滑る-[判]

昨晩雪が降り、（今はやんでいますが）道はとても滑りやすいです。

(104) ¯nd@ ´j@ g@-k@ ¯HjE:-ko:-φ ´mẽ Ńa-r̃O-φ ´ő0:-ko:-φ ´çe

この 本-[主] 借りる-[名]-[絶] [判/否] 私-自身-[絶] 買う-[名]-[絶] [判]

この本は借りたものではなく、私自身が買ったものです。

逆接の例

(105) ´Pa ta ´tCha:-φ ˆpoP-´ői ndwOP ´n@ r@ ´tChe HdwOP-φ `htCiP ¯kha ´tshA:

今 雨-[絶] 降る-[進行/否] しかし 雨傘-[絶] １ 持っていく

ˆjAP-reP

よい-[判]

今は雨が降っていないですが、雨傘を持っていくのがよいです。

文と文をつなぐ接続詞については、/´kh@ re/「～のとき」、/´hte: r@/「～のとき」、/´ői ma ő́a/

「～する前に」、/´s@ ra/「～ではあるけれども」などが認められる 50。

(106) ´Na-φ `úhe ts@ ´ndwOP ´kh@ re H̀dýo: ChoP ´khA:-φ ˆpoP-ndwOP-reP

1-[絶] 車 [存] とき 外 雪-[絶] 降る-[進行]-[判]

私が車に乗っていたとき、外は雪が降っていました。

(107) ˆőa: tshẽj-φ ´ùÃ kho ´hte: r@ ¯sh@ NgÈ ˆNgA:-k@-CÕ

1（複数）-[絶] 授業を受ける とき 地震-[絶] 揺れる-[完了]-[体験]

私たちが授業を受けていたとき、地震が起こりました。

50 名詞句どうしをつなぐ接続詞として、/´do/「そして」がある。



(108) ´Pa r̃ı ´Na-φ ´lẽ kha-φ ´phaj rAP ´ői ma ő́a Na-φ ´tsh@-n@

今日 1-[絶] 仕事-[絶] し終える 前に 1-[絶] 家-[位]

¯phaj ´ői-Ngw@

[否]-帰る

今日私は仕事をし終えるまで家へ帰りません。

(109) ˆőa: m@-φ ´HdeP-sha h́se ma Ĥdýe:-reP ´s@ ra ˆma tCiP

1.[双]-[絶] 住む-[名] とても 近い-[判] けれども あまり

ˆői-úheP-reP

[否]-会う-[判]

私たち２人は住んでいるところがとても近いですが、あまり会いません。

動詞句が「尋ねる」「知っている」「言う」などの動詞の補文になるときには、従属文に何ら標

識を伴わず埋め込み、最後に主たる動詞をもってくるタイプが多く見られる。ほかにも、会話な

どでは主たる動詞に続いて補文の部分を連続させる方法も認められるようである。ただし、「言

う」については動詞の形式が/´se:/ではなく、/´s@/となり、しばしば動詞句末接辞/-úAP/を伴う。

(110) ¯khu-φ ´ői-ts@ ´Na-φ ´tA: ´kA: ´ndwOP ˆú@-CÕ

3-[絶] 1-[与] 1-[絶] さっき どこに [存] 尋ねる-[体験]

彼は私に私がさっきどこにいたのか尋ねてきました。

(111) `tCh0P-φ ¯khu-φ `tChi-φ ´se: ¯ha¯Pa-gu-n@

2-[絶] 3-[絶] 何-[絶] 言う 分かる-[疑]-[現認]

あなたは彼が何を言ったか分かりましたか？

注 51

(112) `khÈ-k@ ´Pa r̃ı ´ù@ ji hAw-φ ´reP ˆs@-úAP

3-[能] 今日 11日-[絶] [判] 言う-[直前過去]

彼は今日が 11日だと言いました。

51 この文では TAM 標識も時間を表す語もついていないため、「何を言っているか分かりますか」とも
解釈可能である。



略号表

文法機能語で略号を作らないものは直接 [　] の中に機能を書き込んでいる。複数の略号

が重なるときは /で区切って示す。

[絶] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .絶対格

[能] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .能格

[与] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .与格

[属] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .属格

[位] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .位格

[内] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .内格

[具] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .具格

[奪] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .奪格

[比] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .比較格

[名] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .名詞化標識

[複] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .複数

[双] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .双数

[量] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .量詞

[判] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .判断動詞

[存] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .存在動詞

[否] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .否定辞

[方] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .方向接辞

[疑] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .疑問接辞

[主] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .主題標識
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